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１． 事業者名及び代表者名

檜工業株式会社

代表取締役社長　　林　泰博

２． 所在地

名　称 TEL FAX

本社工場 0550-70-9111 0550-70-9222

東京支店 045-507-7600 045-507-7605

３． 環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

環境管理責任者　　中川　昌彦 TEL      　0550-70-9111

環境管理事務局　　長野　博 h-nagano@hinokikk.co.jp

４． 事業の概要

冷暖房用各種吹出口・吸込口

風量調整・防火・防排煙ダンパー

排煙口、厨房用フード、木製吹出口・吸込口

各種板金加工製品の設計及び製造

５． 事業規模

２０２２年８月３１日現在

項　目 内　　容

売上高    58,867（万円） (2021年9月～2022年8月)

従業員数 全社　　58名

　　(内訳：　本社工場　53名、東京支店　5名）

６． 事業年度 　毎年　９月１日～翌年８月３１日

７． レポートの運用期間及び発行日

環境経営レポートの運用期間（２０２１年９月１日～２０２２年８月３１日）

環境経営レポートの発行日（２０２３年１月３１日）

８． 対象範囲

全組織、全活動

Ⅰ　組織の概要

静岡県御殿場市神場2273-1

神奈川県横浜市青葉区あざみ野1-16-8

所　在　地
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環境方針

基本理念

　当社は、空調設備・防災・厨房設備機器の製造メーカーとして顧客満足を実現するため、

品質管理に努めてまいりました。

また、より良い製品を提供する為、事業活動が環境に対し何らかの影響を与えていることを認識し、

自然環境に優れたこの地域の模範となるべく、社員一人一人が環境に対しての意識を高め、

地域の環境改善、環境に配慮した生産に取り組みます。それらの環境負荷を低減するために、

以下の環境保全活動を推進します。

行動指針

1.事業活動の全領域で環境保全に努め、省資源、省エネルギー、資源循環に配慮した

　事業活動を展開します。

2. 環境汚染を未然に防止すると共に、環境経営を継続的に改善するよう推進します。

3. 事業活動を行なう上での関連する環境関連法規を遵守します。

4. 会社全体にて取り組んでいる５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）を継続し、より良い環境での

　生産に努めます。

5. 環境負荷低減のために、次の項目を重点テーマとして環境目標を設定し全社的に取り組みます。

　（1）	カーボンニュートラル

　　ＤＸの推進、機械設備の導入により生産性向上を目指し、使用電力量を削減する。

　（2）	産業廃棄物排出量の抑制

　　電子化の推進及び、更なる分別収集により廃棄物量を削減する。

６.環境に配慮した物品の調達と製造・製品開発に取り組みます。

　（1）事務用品や用度品のグリーン購入に努める。

　（2）環境に配慮した部品の調達と製造・製品開発に努める。

７.環境コミニュケーションの取り組みとして、環境活動レポートの社内外への公開に努める。

以上の項目を社員への環境教育・環境広報活動を通して周知徹底し、

会社全体 で継続的に環境保全に対する意識の向上を図ります。

制定 平成23年4月1日

改訂 令和 4年8月24日

檜工業株式会社

代表取締役　　林　　泰博

Ⅱ　環境経営方針

２



役　　　　　　　　　　割

環境管理責任者及びその他責任者を任命する

経営における課題とチャンスを整理し，明確 にする

環境方針を決定する

総合評価と方針の見直しを行う

システムの実績を代表者に報告

外部からの苦情窓口

事務局として環境管理責任者を補佐する

エコアクション21に係る実務を中心的に行う

営業所・事務所の総括

環境計画の実施・問題点の把握と是正の実施

工場内の総括

環境計画の実施・問題点の把握と是正の実施

各所・課員の総括

環境方針を理解し、方針に従っての行動

環境目標の実現に向けての取組
製造・検査配送

運営体制の役割分担

職　　　　名

統括責任者

Ⅲ　実施体制

環境管理責任者

事務局

営業部門/技術部門

製造部門

本社事務所・東京支店

統括責任者

代表取締役社長

林 泰博

専務取締役

芹澤 泰克

環境管理責任者
中川 昌彦

事務局

長野 博

営業部門責任者
仲 昌彦

技術部門責任者
勝又 浩志

製造部門責任者
岩田 辰生

製造

土屋 優

製造

岩渕 健太郎

東京支店

那須 琢磨

本社

林 耐恵子

製造

小早川 和正

製造

宮川 佳孝

全社員

３



１．運用期間（2021年9月〜2022年8月の環境目標)

基準期間

2020年9月
〜

2021年8月

基準値 目標削減率 目標値

Kg-CO2 257,121 －0.5％ 255,835

kWh 309,036 －0.5％ 307,491

KL 11.0 －0.5％ 10.9

KL 9.2 －0.5％ 9.1

KL 4.2 －0.5％ 4.2

kg 13,809.0 －0.5％ 13740.0

産業廃棄物 t 21.5 －0.5％ 21.4

一般廃棄物 kg ― 現状把握

㎥ 597.0 －0.5％ 594.0

kg 3,430.0 －0.5％ 3,412.9

＜備考＞

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ㈱（2020年度）調整後排出係数の「0.441㎏-CO2/kWh」を使用した。

基準年度　　　

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

2020年9月
〜

2021年8月

2021年9月
〜

2022年8月

2022年9月
〜

2023年8月

2023年9月
〜

2024年8月

2024年9月
〜

2025年8月

Kg-CO2 257,121 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

電力 kWh 309,036 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

ガソリン L 10,977 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

軽油 L 9,150 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

灯油 L 4,240 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

プロパンガス kg 13,809 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

産業廃棄物 t 21.5 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

一般廃棄物 kg ― 現状把握 －1％ －1.5％ －2％

㎥ 597.0 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

kg 3430.0 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

件 ― １件以上 １件以上 １件以上 １件以上

＜備考＞

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ㈱（2020年度）調整後排出係数の「0.441㎏-CO2/kWh」を使用した。

２．「一般廃棄物排出量」は、2021年度に現状把握（分別）を行い、2022年度から数値目標を設定する。

上市新商品件数

二酸化炭素排出量

単位

軽油

項目

プロパンガス

項目 単位

運用期間

灯油

ガソリン

水使用量

電力

廃棄物排出量

２．中長期の環境目標

化学物質使用量

廃棄物排出量

2021年9月
〜

2022年8月

内訳

化学物質使用量

水使用量

Ⅳ　環境経営目標

目標年度

内訳

二酸化炭素排出量

４



運用期間：2021年9月～2022年8月

スケジュール
2022年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

山﨑 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

小早川 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

長野 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

中川 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

廃棄物の削減 室伏 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

水使用量の削減 山崎 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

化学物質の削減 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

環境に配慮した材料
の調達

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

実施済

新規製品（冷却塔ダンパー）

中川

分別の方法の指導、表示

常時節水の啓発表示

ｶﾗｰ鋼板の活用の拡大

消費電力・ガス・ガソリンの測定

大型機械の待機時間の短縮

溶接レス（リベット・スポット）製品の拡大

製品運搬の効率化

エアコンの設定温度

社用車のハイブリッドカーへの買い換え

工場内不要照明の消灯
杉山

事務所内不要照明の消灯

法定速度の遵守、アイドリングストップ

勝又
配送用トラックの新型車への買い換え

Ⅴ　環境経営計画及び実施状況

デマンド計のデマンド管理

生産効率の改善　工場レイアウト変更

５S活動の実施

岩田
生産効率の改善　作業用台車の製作

生産効率の改善　ベンディングマシン入れ替
え

環境活動項目 責任者

二酸化炭素の削減

バイオマス資源を燃料として発電は「京都議定書」における取り扱い上、CO2を排出しないものとされています。

弊社お客様にてバイオマス発電（原木などを製材する過程で副産物として発生する樹皮などを利用して発電する）をする工場

の冷却塔に使用されるダンパーを新たに製作いたしました。
カーボンニュートラルの実現のため社内からの温室効果ガスの削減への活動だけではなく、お客様のカーボンニュートラル
への実現にむけ弊社の製品が一助となるべく、引き続き製品開発を推進してまいります。

５



①運用期間（2021年9月〜2022年8月）の環境目標の実績　

基準期間

2020年9月
〜

2021年8月

基準値
目標

削減率
目標値

実績
削減率

実績値 評価

Kg-CO2 257,121 -0.5% 255,836 0.4% 256,764 Ｘ

kWh 309,036 -0.5% 307,491 16% 357,512 Ｘ

L 10,977 -0.5% 10,922 -6% 10,305 ○

L 9,150 -0.5% 9,105 14% 10,348 Ｘ

L 4,240 -0.5% 4,219 -14% 3,617 ○

kg 13,809 -0.5% 13,740 -4.2% 13,163 ○

産業廃棄物 t 21.5 -0.5% 21.4 -13% 18.5 ○

一般廃棄物 t 0.890 -0.5% 0.886 64.9% 1.46 Ｘ

㎥ 597 -5% 567 17% 661 Ｘ

kg 3,430 -5% 3,259 -42% 1,895 ○

件 ― ― １件以上 ― 1 ○

＜備考＞削減比率は、目標値に対する削減量の割合である。

＜評　価＞

化学物質使用量

単位

灯油

プロパンガス（LPG）

電力

ガソリン

軽油

Ⅵ　環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量

水使用量

内訳

運用期間

2021年9月
〜

2022年8月
項目

上市新商品件数

・コロナ禍の影響で生産量が減っていたが２０２１年の１０月より回復して生産量は約１５６％と大幅に増加したが、各部門の節電活動や

大型機械の稼働効率化に努めることで電気量の増加は前年比１１６％と生産量に対しては抑えることが出来た。

電気使用量の増加は大量に電気を使用するレーザーマシンを導入したことによるものであるが下記対策を継続的に実施しているが

導入前の状態までに削減は難しいので次年度以降は新たな目標値を設定することにした。

・大量の電気を使用するレーザーマシンの待機時間を減らすよう、設計部門側でのマシン稼働状況をモニターするようになり、効率的な

稼働を意識するようになってきた。

・コロナ禍での訪問を一部自粛したことと、本社社用車２台をハイブリッドカーへ買い替えたことでガソリン使用量が減少となった。

・生産量の増加に併せ出荷量も増加したものの、ドライバー側から営業・顧客側への配送日の調整を行った効率的な配送がされること

で

軽油の増加は前年比１１４％と生産量に対しては抑えることが出来た。

・コロナ対策および溶接ヒュームの付着を落とすため手洗いを強化したため水使用量は増加したが、健康管理上必要であり

目標値を見直すこととする。

・以前は一般廃棄物の分別の実施が十分にできていなかった。産業廃棄物に混ざって処理されていたものを、分けて処理するよう

になったことで一般廃棄物の数値は増えた。それ故目標値を新たに見直すこととする。

・工場・事務所ともに節電・節水への意識は高まっており、こまめな機械電源のオフや消灯をこころがけるようになっている。

６



運用期間：

△ 継続

○ -

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

△ 継続

○ -

○ -

○ 継続

○ 継続

小早川 ○ 継続

長野 ○ 継続

中川 ○ 継続

廃棄物の削減 室伏 △ 継続

水使用量の削減 山崎 ○ 継続

化学物質の削減 △ 継続

環境に配慮した材料
の調達

△ 継続

＜備考＞

　評価判定：○（良くできた）　　△（まあまあできた）　　×（できなかった）　　-（実施が見送られた）

評価

分別の方法の指導、表示

環境活動項目 責任者

二酸化炭素の削減

生産効率の改善　工場レイアウト変更

岩田
生産効率の改善　ベンディングマシン入れ替え

今後（次年
度）の取組
内容

大型機械の待機時間の短縮

デマンド計のデマンド管理

エアコンの設定温度

勝又

製品運搬の効率化

消費電力・ガス・ガソリンの測定

杉山

社用車のハイブリッドカーへの買い換え

配送用トラックの新型車への買い換え

生産効率の改善　作業用台車の製作

５S活動の実施

工場内不要照明の消灯

中川

法定速度の遵守、アイドリングストップ

常時節水の啓発表示

ｶﾗｰ鋼板の活用の拡大

溶接レス（リベット・スポット）製品の拡大

事務所内不要照明の消灯

Ⅶ　環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の
環境経営計画

2021年9月～2022年8月

・老朽化したベンディングマシンで加工前の金型交換や機械操作に時間がかかっていた作業が、新しい機械を

導入したことでそれらの調整時間が短縮された。

・社用車を２台ハイブリッドカーへ買い替えたことでガソリン使用量の削減に大きく効果がでた。

また配送用トラックを１台新型へ買い替えたことも配送作業の効率化につながった。

・昨年度に引き続き製造現場で使用する台車を５台作成したことで、大型ダンパー等の製品や鋼板の移動にス

ムーズに行えるようになった。

・作業員は優先度の低い機械の電源を切り、電気量を落とすように心がけている。また、普段から機械を使用し

た作業が終わったらすぐに電源を落とすように周知させている。

・大型機器の待機時間の短縮として、設計部門でレーザーマシンに入れる板材切断データの作成予定と実際の

レーザーマシンの稼働状況を見て、待機時間が長く生じてしまわないようコントロールしている。

・常時節水の啓発として、工場内手洗い所の蛇口に常時節水のラベルを貼り、水をこまめに止めましょうの張り

紙をしている。また事務所の手洗い所の蛇口に常時節水のラベルを貼っている。

７



◆使用エネルギー（ガソリン・軽油）の削減◆
　　社用車のハイブリッド車への買い換え

総務担当者が市内の役所や取引先を訪問する際に使用する社用車をハイブリッド車へ買い替えることで
使用されるガソリンの量を削減した。2022年4月

実燃費
　ホンダ　ライフ

14km/L

　ホンダ　シャトル
18km/L

燃費向上による使用ガソリンの削減！

営業担当者が顧客の会社や現場を訪問する際に使用する社用車をハイブリッド車へ買い替えることで
使用されるガソリンの量を削減した。2021年11月

実燃費
　トヨタ　プロボックス

12km/L

　トヨタ　アクア
21km/L

燃費向上による使用ガソリンの削減！

　　配送用トラックの新型車への買い換え
配送担当者が製品を顧客の会社や現場をに配送するトラックを新型のトラックへ車へ買い替えることで
荷物の積み下ろし作業や配送効率の向上を実現した。2022年4月

積載量
　トヨタ　ダイナ（KDY231）

1400kg

　トヨタ　ダイナ（GDY231）
1750kg

積載量増加により配送の効率化！

Ⅷ　当社の取組み
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床面地上高
　トヨタ　ダイナ（KDY231）

785㎜

　トヨタ　ダイナ（GDY231）
750㎜

積み下ろしのし易い高さになり、
製品の積み下ろし作業の効率Up！

◆生産性の向上◆
　　新型ベンディングマシンへの買い換え

前工程で使用されるベンディングマシンのうち１台を旧型から新型へと買い換えることで、
生産効率を向上させた。2021年11月

生産性向上
旧型のFBD1030

新型のHG1303
　金型交換時間の短縮
　圧力・原点出しの調整の短縮

操作性向上による使用電力の削減！

　　その他、製造部門内の作業効率を向上させるための機械導入及び台車の製作を実施。

ファイバー溶接機に溶接台車 鋼板用の台車を製作し、 写真のような台車を製作し、
(1K-12NEXT)を設置し、ダクトなどの 切断機やベンダーへの移動を 大型ダンパーなどの製品の塗装・梱包
溶接の長さのある製品の スムーズに出来るようにした。 部門への移動をスムーズに
生産効率を向上させた。 できるようにした。
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◆使用エネルギー（電気・水道）の削減◆　＜＜継続＞＞
　　作業が無い・使用しない時の消灯

作業をしていない・使用していないエリアの電気はきっておく。

工場の材料受け入れ側入り口 木工製品作業所 トイレ

　　昼の消灯
昼の休憩時間の電気設備は全て切っておく。

工場組立溶接エリア アルミ型材保管エリア 事務所

　　節水への啓蒙、照明の間引き
社内手洗い場への節水の呼びかけや照明の間引きをする。

手洗い場蛇口 工場手洗い場 ロッカー前通路

10

◆経営資源の投入◆



１． 環境関連法規等の遵守状況

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日　2022年8月31日

評価者　環境管理事務局　長野　博

条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守結果

騒音規制法 第6条 特定施設の届出 タレパン・コンプレッサー ○

振動規制法 第6条 特定施設の届出 金属加工機械(液圧プレス） ○

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃の実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（１回／年） ○

第6条の2第6項 一般廃棄物の収集運搬業者への委託処理 市条例の収集・処理基準の遵守 ○

第12条第2項 産業廃棄物の適正保管 保管基準の遵守、保管場所の表示 ○

第12条第5項 産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○

第12条第6項 運搬又は処分を委託する場合の処理基準の遵守 処理業者と契約契約書の締結 ○

第12条の3第１項 マニフェストの交付 ○

第12条の3第2項 マニフェストの保管 Ａ票、5年間保管 ○

第12条の3第6項 マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管 ○

第12条の3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6/30までに報告書提出 ○

第12条の3第8項 管理票写しの送付がない時の適切な措置の実施 運搬又は処分業者からのD,E票の期間内返却 ○

第9条の4 少量危険物 及び指定可燃物の貯蔵及び取扱基準
・市町村条例で定める
・指定可燃物：紙屑、プラスチック類等

○

第11条 指定数量以上の危険物保管の届出 指定数量以上の危険物の保管の消防署への届出 ○

第13条 危険物の取扱作業に関して保安の監督 危険物取扱者の設置 ○

第17条の3 消防用設備等の点検及び報告 消火設備の定期点検 ○

家電リサイクル法（特定家庭用機器
再商品化法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等への適
切な引き渡し、料金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金の支払 該当なし

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条 使用済自動車の引き取り業者への引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時）

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施
電動機定格出力に応じ有資格者による「定期点検」
②空調機（50kW以上）１年に１回以上
③空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

①企業・法人の管理者が確認

②、③、④
　有資格者による定期点検実施

○

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務
製品管理者のフロン類回収業者へのフロン類の引
き渡し義務
簡易点検の実施（３ヶ月に１度）

該当なし

第8条 産業廃棄物管理責任者の設置 ○

環境基本法 第8条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

地球温暖化対策推進法 第5条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

循環型社会形成推進基本法 第11条 廃棄物の３R及び適正処理の推進 廃棄物の分別、行政への協力 ○

リサイクル法（資源の有効な利用の
促進に関する法律）

第4条 指定再資源化製品のリサイクルへの協力（適正廃棄） パソコン、小型二次電池等の廃棄時 該当なし

グリーン購入法（国等による環境物
品等の調達の推進等に関する法
律）

第5条 事業者の責務（国等の施策への協力等）
物品の購入、借り受け等する場合の環境物品等の
選択

○

２． 違反、訴訟等の有無

　　　 当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

責務
・

努力

法律・条例

自動車リサイクル法（使用済自動車
の再資源化等に関する法律）

該当なし

法令

法令

フロン排出抑制法（フロン類の使用
の合理化及び管理の適正化に関す

る法律）

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び
清掃に関する法律）

静岡県産業廃棄物の適正な処理に
関する条例

消防法

浄化槽法

Ⅸ　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無
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評価（結果と今後の方向）

項目 取り組み結果の評価 今後の進め方

CO2の削減 夏季工場内にて気化式冷風機を使用する 工場内クレーンを増設し生産性向上させる。

ことにより電力量を押さえた。

最新ベンダーマシン導入による生産性UP 生産管理システムのDX（デジタルトランスフォーメーション）

による使用電力量削減。 化を進め生産性向上させる。

営業車として使用する車にハイブリッド車

を購入。排出CO2両の削減につなげた。 経理労務システムの電子化により営業・経理

部門の業務効率を向上させる。

設計による製品カタログの変更により

営業部門の効率を向上させる。

化学物質の 塗装色の標準化率上昇により、生産性UP。 塗装色の標準化率を向上させるよう継続

削減 トータルでの排出する化学物質量の削減。

製品開発 事業再構築補助金の採択により 天然ガス発電所向けダンパー

大成温調(株）とCO2削減に関わる製品を 原子力発電所向けダンパー

共同開発中 の開発を推進する。

緑化 5S運動の活動として行ってきた。 5S運動の活動として継続。

＜指示項目＞

1 環境経営方針については問題ないと判断し継続とした。

2 実施体制も問題ないため継続とした。

3 商品構成が大型物件にシフトしてきているため

①環境経営目標を２０２１年度を基準に目標を見直しとする

②活動計画にある目標未達成項目について、手段をふやし対応していく。

代表取締役　　　林　泰博

Ⅹ　代表者による全体の評価と見直し・指示
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基準年度

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

2021年9月
〜

2022年8月

2022年9月
〜

2023年8月

2023年9月
〜

2024年8月

2024年9月
〜

2025年8月

2026年9月
〜

2025年8月

Kg-CO2 256,764 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

電力 kWh 357,512 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

ガソリン L 10,305 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

軽油 L 10,348 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

灯油 L 3,617 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

プロパンガス kg 13,163 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

産業廃棄物 t 18.5 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

一般廃棄物 t 1.5 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

㎥ 661.0 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

kg 1895.4 －0.5％ －1％ －1.5％ －2％

件 1 １件以上 １件以上 １件以上 １件以上

＜備考＞

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ㈱（2020年度）調整後排出係数の「0.441㎏-CO2/kWh」

を使用した。

Ⅺ　次年度以降の目標

次年度以降の環境目標

項目 単位

目標年度

二酸化炭素排出量

内訳

廃棄物排出量

水使用量

化学物質使用量

上市新商品件数
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（継続）

訓練日

訓練日

（３）循環ファンの稼働、手洗いの施工

（４）定期的健康診断の実施

対応策

・循環ファンの稼働、手洗い回向

・マスクの着用

想定される緊急事態

溶接作業時における溶接
ヒューム対応

原因

溶接作業

（１）工場内の整理整頓

（２）防塵マスクの着用（ＤＳ2）

環境上の緊急対策
〈緊急時対策〉

　想定される環境に於ける緊急事態について、環境への影響を最小限にくい止めること・内外への連絡を円滑に行うこと・可
能な範囲で事前に想定、準備すること。また、定期的にその訓練を行う。更に、緊急事態の発生や、訓練の後、対応の評価と
改善策を行う。

想定される緊急事態

作成日：2022/12/22
作成者：長野　博

溶接ヒューム規制

想定される緊急時の状況 原因 対処・訓練等

2022/8/24 溶接作業時の溶接ヒューム 溶接ヒュームの被ばく
・整理・整頓の確認
・循環ファンの稼働、手洗い回向
・マスクの着用

参加者
溶接作業者20人

※評価と改善策

　溶接ヒューム被ばく対策を理解した。

想定される緊急時の状況 原因 対処・訓練等

参加者
溶接作業者12人

　溶接ヒューム被ばく対策を理解した。

2022/12/19 溶接作業時の溶接ヒューム 溶接ヒュームの被ばく

・整理・整頓の確認

訓練記録
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作成・管理担当：長野

住所

連絡先

回答の
必要性

対応内容
（再発防止策）

　環境コミュニケーション受付表

NO. 情報入手日 情報種類 通報者 通報方法 内容

1 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

2 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

3 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

4 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

5 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

6 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

7 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

必要・不要8 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

環境に関するクレーム
はありませんでした。
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